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新しい岩脈法に遺伝的アルゴリズム組み込み
Paleostress analysis of dilational fractures using genetic algorithm
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岩脈や鉱脈など (以下，岩脈)，流体圧で開口した亀裂の方向から，形成時の応力がわかる．異なる応力状態で作られ
た岩脈が混在している場合，貫入面の極に混合ビンガム分布をフィッティングすることによってクラスター解析し，ク
ラスターごとに 3本の主応力軸，応力比，最大流体圧比が計算することができる (Yamaji and Sato, 2011)．
このソフトウェアを公開するために，遺伝的アルゴリズムを使って計算を高速化することを試みた．EMアルゴリズム

を使う従来の方法にくらべて，計算時間は通常で数分の一になり，また，EMアルゴリズムでは収束しにくかったデータ
でも遺伝的アルゴリズムなら対処できることが分かった．
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